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１．はじめに  
 

１－１．概要  

 
本資料は、Cesiumの試用について記した実習テキスト（基礎編）を習得した人向けに、基礎編で習得し

た事項を発展させるための技術テクニックを紹介する資料です。 
資料作成にあたっては下記サイトを参考にし、また、それ以外の技術テクニックを紹介しています。 
・GIS 実習オープン教材：Cesium 入門 

https://gis-oer.github.io/gitbook/book/materials/web_gis/Cesium/Cesium.html 
 
本資料で紹介する技術テクニックを応用することで、Cesiumで表現される内容に追加情報を付与するこ

とができます。用途に応じて追加情報を付与し、より分かりやすい内容として Cesium を利用した情報提
供を行うことができるようになります。 

 
 

[用語解説] 

本資料では聞きなれない用語が登場します。特に html ファイルを扱う際に使用するプログラム言語に関
する専門用語が登場しますので、代表的な用語を下記に解説します。 

 

 
 

  

＊ 説明

1 メソッド method オブジェクト指向言語（JavaScriptを含む）における用語。
オブジェクトに属する処理や操作のこと。

2 メンバー member オブジェクト指向プログラミング言語における、クラスまたはオブジェクトに所属するサブルーチンのこと。
メンバー関数とも言う。

用語

https://gis-oer.github.io/gitbook/book/materials/web_gis/Cesium/Cesium.html
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１－２．紹介する技術テクニック  

 
本資料で紹介する技術テクニックは下表の通りです。 

 

 
  は前編として『GIS 実習オープン教材：Cesium 入門』で紹介されている項目の具体的な手法を説明しています。 

GIS 実習オープン教材：Cesium 入門 

https://gis-oer.github.io/gitbook/book/materials/web_gis/Cesium/Cesium.html 

  は後編として前編で紹介されていないプラスアルファの技術テクニックを説明しています。 

 
 
本資料で紹介する技術テクニック以外にも多種多様な技術テクニックが存在します。 
詳しくは Cesium 公式のドキュメントを参照してください。 

 
・Cesium 公式ドキュメント（英語） 

https://cesium.com/learn/cesiumjs/ref-doc/index.html 
 

 
 

  

章 技術テクニック 説明

1 2-1 機能のオン／オフ Cesiumに標準搭載されている基本機能のオン／オフの切り替え方法について説明します。

2 2-2 レイヤの追加 空間座標を利用し、ポイント、ライン、ポリゴンの各追加方法について説明します。

3 2-3 視点の変更 Cesiumで閲覧する際の初期視点の設定方法について説明します。

4 3-1 ラベルの追加 空間座標を利用し、ラベルの追加方法について説明します。

5 3-2 ベースマップの
地形の変更

Cesiumで閲覧する際に読み込むベースマップの地形の変更方法について説明します。

6 3-3 ホームボタンの
設定変更

Cesiumに標準搭載されているホームボタンで設定される空間情報の変更方法について説明しま
す。

7 3-4 物件の情報による
色の変更

物件が所有している情報にあわせた色の変更方法について説明します。

https://gis-oer.github.io/gitbook/book/materials/web_gis/Cesium/Cesium.html
https://cesium.com/learn/cesiumjs/ref-doc/index.html
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１－３．本研修で使用するデータ  

 
本研修で使用するデータは Cesium の試用について記した実習テキスト（基礎編）の２－４で導入した

Cesium のデータおよび、同２－６で準備した研修用のデータを用います。 
また、同２－４で導入した Cesiumのデータ内にある「HelloWorld.html」（以下、HelloWorld.html ファ

イルとします）の内容を編集しながら技術テクニックを説明していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１－３．使用するデータの内容 
 
 

また、各々で実際に HelloWorld.html ファイルを編集し習得する人向けに、本研修で紹介する技術テク
ニックの記述例の html ファイルを用意しています。 

R3 年度 Web研修 ポータルサイトの「2-1-3.CESIUM の試用」ページにアクセスしダウンロードしてく
ださい。 

 
 
 

  

作成したリポジトリ内の【Apps】フォルダ 

２－４で導入した 
Cesium のデータ 

２－６で準備した研修用データ 
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１－４．使用言語  

 
本研修で使用する HelloWorld.html ファイルは主に「HTML」言語と「JavaScript」言語で構成されてい

ます。 
従って、HelloWorld.html ファイルを編集し、技術テクニックを説明するにあたっても「HTML」言語と

「JavaScript」言語を使用しています。また、HelloWorld.html ファイルへの記述ルールは「HTML」言語
と「JavaScript」言語に準拠しています。 

 
なお、「HTML」言語と「JavaScript」言語の詳しい説明については本研修では紹介しません。 

 
 
 

１－５．コード解説の補足資料  

 
本資料各章においてコードを解説していますが、本研修にあわせた簡易的な内容となっています。 
各章のコード解説におけるそれぞれのメソッドやメンバーの詳しい説明は Cesium 公式のドキュメント

を参照してください。 
 
・Cesium 公式ドキュメント（英語） 

https://cesium.com/learn/cesiumjs/ref-doc/index.html 
 
 
 

１－６．注意事項  

 
実習テキスト（基礎編）と同様に、本研修でもWeb ブラウザ上で Cesium を試用するために、必要なデ

ータをインターネット上にアップロードします。 
アップロードされたデータは誰でも閲覧やダウンロードができる状態となりますので、各々で準備する

データを用いて Cesium を試用する場合は非公開データを避け、一般公開されているデータを用いて試用
してください。 
 
  

https://cesium.com/learn/cesiumjs/ref-doc/index.html
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２．技術テクニック：前編  
 
ここでは、『GIS 実習オープン教材：Cesium 入門』で紹介されている以下の項目について、その具体的

な手法について説明します。 
 

 
 
 
具体的な手法の説明に際しては、HelloWorld.html ファイルをメモ帳などのテキストエディタで開き、内

容を編集しながら説明していきます。 
HelloWorld.html ファイルをメモ帳で開くと、下図の内容が見れます。この内容を編集していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２．HelloWorld.html の内容 

  

章 技術テクニック 説明

1 2-1 機能のオン／オフ Cesiumに標準搭載されている基本機能のオン／オフの切り替え方法について説明します。

2 2-2 レイアの追加 空間座標を利用し、ポイント、ライン、ポリゴンの各追加方法について説明します。

3 2-3 視点の変更 Cesiumで閲覧する際の初期視点の設定方法について説明します。
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２－１．機能のオン／オフ  

[説明] 

ここでは、Cesium の画面で表示される基本機能のオン／オフについて説明します。 
Cesium の画面で表示される基本機能は、以下のように「new Cesium.Viewer」で宣言されるメソッドに

おいて、各メンバーの値を“true”または“false”で設定することでオン／オフの管理をすることができます。 
 

var viewer = new Cesium.Viewer(”cesiumContainer”, { 

  baseLayerPicker: true, 
  timeline : false, 
  animation : false, 
  homeButton: false, 
  vrButton: true, 
  geocoder:false, 
  sceneModePicker:false, 
  navigationHelpButton:false 
}); 

 
 
各メンバーの説明は下表の通りです。 

 
 

  

No メンバー 説明

① baseLayerPicker ベースマップを選択するメニューの表示のオン／オフを設定します。

② timeline タイムラインの表示のオン／オフを設定します。

③ animation アニメーションの操作メニューの表示のオン／オフを設定します。

④ homeButton ホームボタンの表示のオン／オフを設定します。

⑤ vrButton VRボタンの表示のオン／オフを設定します。

⑥ geocoder 住所および主要ランドマーク等の検索ボタンの表示のオン／オフを設定します。

⑦ sceneModePicker 地図の投影方法を選択するメニューの表示のオン／オフを設定します。

⑧ navigationHelpButton 画面の操作方法のヘルプメニューの表示のオン／オフを設定します。
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全てのメンバーの設定値を“true”にした場合、下図のように表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

③animation 

下図の拡大図で説明 

②timeline ⑤vrButton 

【拡大図】 

①baseLayerPicker 
④homeButton 

⑥geocoder ⑦sceneModePicker 
⑧navigationHelpButton 
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なお、HelloWorld.html ファイルを開くと、31行目に下記のように表記されています。 
 

var viewer = new Cesium.Viewer(”cesiumContainer”); 

 
これはデフォルトの表記となります。 
 
また、各メンバーの設定値を下記のように設定することで、デフォルトと同義になります。 
（vrButtonの設定値だけを false にし、それ以外の設定値は true で設定したものです。） 
 

var viewer = new Cesium.Viewer(”cesiumContainer”, { 

  baseLayerPicker: true, 
  timeline : true, 
  animation : true, 
  homeButton: true, 
  vrButton: fales, 
  geocoder: true, 
  sceneModePicker: true, 
  navigationHelpButton: true 
}); 
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[実践] 

実際に HelloWorld.html ファイルをコピーし、その内容を編集して表示内容の変更を試します。 
 

 
① 実習テキスト（基礎編）の２－６③の手順に

習い、リポジトリ（kensyu）内の【Apps】フ
ォルダを開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
② 「HelloWorld.html」をコピー＆ペーストし、 

ファイル名を「HelloWorld2.html」に変更しま
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③ 「HelloWorld2.html」をメモ帳で開きます。 
 
  

kensyu 内の【Apps】フォルダ 

「HelloWorld.html」をコピー＆ペーストし 
ファイル名を「HelloWorld2.html」に変更 
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④ 下図に従って、内容を編集し、上書き保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑤ 実習テキスト（基礎編）の２－７に従って、GitHub Desktop 経由で「HelloWorld2.html」をアップロ

ードします。 
  

この部分を下図のように編集します 

HelloWorld2.html 編集前 

編集後 

ここでの設定は③animationと⑤vrButton 
の表示をオフにする設定です。 



 

- 14 - 
 

 
⑥ 実習テキスト（基礎編）の２－８を参考に、アップロードした「HelloWorld2.html」を表示させます。 
 

表示させた結果は下図のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

p9 の全てのメンバーを True にした場合の画面構成と比べ、以下の３点が非表示になっています。 
（１）左下にあったアニメーションの操作メニュー（③animation） 
（２）右下にあった VRボタンの（⑤vrButton） 
（３）右上にあった地図の投影方法を選択するメニュー（⑦sceneModePicker） 

 
興味のある方はその他の設定値を変更し、表示がどのように変わるか試してみてください。 
 
 
 
以上で本項目は終了です。 
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２－２．レイヤの追加  

[説明] 

ここでは、Cesium 上に空間座標をもつデータを追加する方法について説明します。 
空間座標をもつデータとは「緯度」「経度」「高さ（標高）」をもつデータであり、この空間座標を用いて

Cesium 上に「ポイント」「ライン」「ポリゴン」として追加することができます。 
以降に説明する各実践でも、本書２－１と同様に HelloWorld.html ファイルをコピーし、その内容を編

集して実践していきます。 
 
 

[実践] ポリゴンの追加 

ここでは Cesium 上に「ポリゴン」の追加を試します。 
例題として、東京都庁の位置に四角形のポリゴンを追加することを実践します。 
この章で挙げる html コードの記述例は「HelloWorld3_Example.html」を参考にしてください。 
 
「ポリゴン」は指定された空間座標の「緯度」と「経度」で示される点を角にして、それぞれの角を結ぶ

ことで形成されます。三角形の「ポリゴン」の場合は３点、四角形の場合は４つの点、五角形の場合は５つ
の点…、のように形状に合わせて空間座標の点の設定が必要になります。 

 
例題の東京都庁の位置に四角形のポリゴンを配置することに対しても、４つの点（以下、ポイント群）

の空間座標の「緯度」と「経度」を予め取得する必要があります。巻末の『【補足資料２】空間座標の「緯
度」と「経度」の求め方』を参考に、これらの「緯度」と「経度」を取得してください。 
 

 
① 巻末の『【補足資料２】空間座標の「緯度」と「経度」の求め方』を参考に、東京都庁に配置するポイン

ト群の「緯度」と「経度」を求めます。 
 

 
② 本書２－１①と同様に、リポジトリ（kensyu）内の【Apps】フォルダを開きます。 

（作業イメージは割愛） 
 

 
③ 「HelloWorld.html」をコピー＆ペーストし、ファイル名を「HelloWorld3.html」に変更します。 
 

 
④ 「HelloWorld3.html」をメモ帳で開きます。 
  



 

- 16 - 
 

 
⑤ 下図に従って、内容を編集し、上書き保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

編集後 

ソースコードの解説は次頁を参照 

この部分は２－３「視点の変更」で説明する内容ですが、 
Cesium で表示する際に便利な部分であるため追加しています。 

HelloWorld3.html 編集前 

この部分を下図のように編集します 
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【編集部分の解説】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ポリゴンを追加する部分のコード解説】 
 

ポリゴンを追加するためには「veiwer.entities.add」メソッドを用います。 
「veiwer.entities.add」で追加する際、表示する名称や説明文、ポリゴンの形状などを設定します。 
ポリゴンの形状の設定は青枠内の 4 行目にある「polygon」内で行っており、ポリゴンを配置するポイ

ント群の空間座標や色、高さ、辺の色などをメンバーの値に設定しています。各メンバーの解説について
は次頁の表の通りです。 

 
また、本章冒頭でも示した通り、ポリゴンを配置するポイント群の空間座標の「緯度」と「経度」の求

め方については巻末の『【補足資料２】空間座標の「緯度」と「経度」の求め方』を参照してください。 
 

  

HelloWorld3.html 編集後 

「HelloWorld.html」の記述と同じです。 

「ポリゴン」を追加するコードです。 

「視点の変更」として東京都庁に移動する設定です。 

ここで建物の高さを 
設定します。 

地形に合わせた表現にするために 
“RELATIVE_TO_GTOUND”を設定します。 
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（行番号は上記コードの青枠内の行番号です） 

行番号 メンバー 解説 
１ （メソッド） viewer.entities.add()・・・オブジェクトを追加するメソッドの呼び出し部。 
２ name: Cesium 上に表示されたポリゴンをクリックした際に表示される情報窓のタイトルの設

定部分。 
例題では“東京都庁”と設定。 

３ description: Cesium 上に表示されたポリゴンをクリックした際に表示される情報に記載する内容
を設定。 
例題では"ここは東京都庁です。"と設定。 

４ polygon: 「ポリゴン」を示すポイント群の配置や太さ、色などの設定部分。 
5～9 

 
hierarchy: 「ポリゴン」を配置するポイント群の空間座標の設定部分。 

Cesium.Cartesian3.fromDegreesArrayHeights()メソッドを利用してポイン
トそれぞれの緯度、経度、ポイントを置く高さを指定している。 
メソッドには緯度、経度、ポイントを置く高さの順にカンマ区切りで記述し、記述された
ポイントの順番にポリゴンが形成される。 
例題では４ヵ所のポイントをつなげ、“東京都庁”を示している。ポイントを置く位置の
高さはいずれも 0 で設定されている。 
「ポリゴン」を配置するポイント群の空間座標のうち「緯度」と「経度」の求め方につい
ては【補足資料２】を参照。 

10 heightReference: 「ポリゴン」を置く位置の設定部分。 
地形に合わせて表現するためには「RELATIVE_TO_GROUND」を設定する。 

11 extrudedHeight: 「ポリゴン」を押し出す幅（高さ）の設定部分。 
例題では 200m を押し出す設定。 

12 extrudedHeightReference: 「ポリゴン」を押し出す基準地点の設定部分。 
地形に合わせて表現するためには「RELATIVE_TO_GROUND」を設定する。 

13 material: 配置する「ポリゴン」本体の色の設定部分。 
例題ではポリゴンの色を赤で設定し、withAlpha()部分で透過率＝50%を設定し
ている。透過させない場合は withAlpha(1)と記述する。 
例題以外の色を設定する場合は巻末の『【補足資料３】色の設定部分の記述方
法』に示す表の通り。 

14 outline: 配置する「ポリゴン」の辺の着色の有無の設定部分。true=着色する、false＝着
色しない。 

15 outlineColor: 配置する「ポリゴン」の辺の色の設定部分。例題では黒で設定。 
また、ここでは透過させない設定として“Cesium.Color.BLACK”と記述しているが、
透過させたい場合は上記の“material:”での記載と同様に withAlpha()を用いて
“Cesium.Color.BLACK.withAlpha(0.5)”のように記述する。 
こちらも、例題以外の色を設定する場合は巻末の『【補足資料３】色の設定部分の
記述方法』に示す表の通り。 
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⑥ 本書２－１⑤と同様に、GitHub Desktop 経由で「HelloWorld3.html」をアップロードします。 
 

 
⑦ 本書２－１⑥と同様に、アップロードした「HelloWorld3.html」を表示させます。 
 

表示させた結果は下図のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポリゴンをクリックすると右上に情報が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

設定した情報が表示される 

ポリゴンをクリック 
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【参考：複数のポリゴンを追加したい場合】 
 
複数のポイントを追加したい場合、複数のポイントや複数のラインの追加と同様に、一つずつ追加し

ます。また、“hierarchy”で設定するポイントの空間座標を細かく設定することで、複雑な形状のポリゴ
ンを追加することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表示させた結果は次頁のようになります。  

複数ポリゴンの追加例 

「国会議事堂」のポリゴンを 
追加するコード 

「国立競技場」のポリゴンを 
追加するコード 

色の指定方法を 
Cesium.Color.fromBytes(red, green, blue, alpha) 

の記述方法で設定したもの。記述の説明については
『【補足資料３】色の設定部分の記述方法』を参照。 
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複数ポリゴンを追加した html コードの記述例は「HelloWorld3_Example_EX.html」です。参考にして
ください。 
また、次頁以降で説明する「ポイント」および「ライン」を同一の画面上に表示させることも可能です。

興味のある方は試してみてください。 
 
 
 
以上で本項目は終了です。 

 
 
 
 
 
 

  

国会議事堂 

国立競技場 
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[参考１] ポイントの追加 

Cesium 上に「ポイント」の追加について説明します。 
例題として、新国立競技場にポイントを追加することを実践します。 
この章で挙げる html コードの記述例は「HelloWorld4_Example.html」を参考にしてください。 

 
 

① 本書２－１①と同様に、リポジトリ（kensyu）内の【Apps】フォルダを開きます。 
（作業イメージは割愛） 

 
 

② 「HelloWorld.html」をコピー＆ペーストし、ファイル名を「HelloWorld4.html」に変更します。 
（作業イメージは割愛） 

 
 

③ 「HelloWorld4.html」をメモ帳で開きます。 
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④ 下図に従って、内容を編集し、上書き保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

HelloWorld4.html 編集前 

この部分を下図のように編集します 

編集後 

この部分は２－３「視点の変更」で説明する内容ですが、 
Cesium で表示する際に便利な部分であるため追加しています。 

ソースコードの解説は次頁を参照 
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【編集部分の解説】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ポイントを追加する部分のコード解説】 
 

ポイントを追加するためにはポリゴンの追加と同様に「veiwer.entities.add」メソッドを用います。 
「veiwer.entities.add」で追加する際、表示する名称や説明文および、ポイントの空間座標やポイントの

大きさ、色などをメンバーの値に設定することで、用途に合ったポイントとして追加することができます。
各メンバーの解説については下表の通りです。 

 
（行番号は上記コードの青枠内の行番号です） 

行番号 メンバー 解説 
１ （メソッド） viewer.entities.add()・・・オブジェクトを追加するメソッドの呼び出し部。 
２ name: Cesium 上に表示されたポイントをクリックした際に表示される情報窓のタイトルの設定部分。 

例題では“国立競技場”と設定。 
３ description: Cesium 上に表示されたポイントをクリックした際に表示される情報に記載する内容を設定。 

例題では"〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町１０−１"と設定。 
４ position: 「ポイント」を配置する空間座標の設定部分。Cesium.Cartesian3.fromDegrees()メソッ

ドを利用して、緯度、経度、ポイントを置く高さを指定している。 
メソッドには緯度、経度、ポイントを置く高さの順にカンマ区切りで記述する。 
例題では“国立競技場”を示す緯度・経度を設定し、高さ＝0 で設定。 

５ point: 配置する「ポイント」の大きさや色などの設定部分。 
６ pixelSize: 配置する「ポイント」の大きさの設定部分。例題では 10 ピクセルで設定。 
７ color: 配置する「ポイント」の色の設定部分。例題では青で設定。 

  

「HelloWorld.html」の記述と同じです。 

「ポイント」を追加するコードです。 

「視点の変更」として新国立競技場に移動する設定です。 

HelloWorld4.html 編集後 
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⑤ 本書２－１⑤と同様に、GitHub Desktop 経由で「HelloWorld4.html」をアップロードします。 
 

 
⑥ 本書２－１⑥と同様に、アップロードした「HelloWorld4.html」を表示させます。 
 

表示させた結果は下図のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイントをクリックすると右上に情報が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

設定した情報が表示される 

ポイントをクリック 
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【参考：複数のポイントを追加したい場合】 
 
複数のポイントを追加したい場合、下図のようにポイントを一つずつ追加します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
表示させた結果は次頁のようになります。 

  

複数ポイントの追加例 

「国立競技場」にポイントを 
追加するコード 

「千駄ヶ谷駅」にポイントを 
追加するコード 

「信濃町駅」にポイントを 
追加するコード 

色の指定方法を 
Cesium.Color(red, green, blue, alpha) 

の記述方法で設定したもの。記述の説明については
『【補足資料３】色の設定部分の記述方法』を参照。 
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複数ポイントを追加した html コードの記述例は「HelloWorld4_Example_EX.html」です。参考にして
ください。 
また、興味のある方はその他の施設のポイントの追加や、ポイントの色、大きさなどを変更し、表示が

どのように変わるか試してみてください。 
 
 
 
以上で本項目は終了です。 

 
 
  

千駄ヶ谷駅 
信濃町駅 

国立競技場 
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[参考２] ラインの追加 

Cesium 上に「ライン」の追加について説明します。 
例題として、東京都で流れている荒川の一部にラインを追加することを実践します。 
この章で挙げる html コードの記述例は「HelloWorld5_Example.html」を参考にしてください。 

 
 

① 本書２－１①と同様に、リポジトリ（kensyu）内の【Apps】フォルダを開きます。 
（作業イメージは割愛） 

 
 

② 「HelloWorld.html」をコピー＆ペーストし、ファイル名を「HelloWorld5.html」に変更します。 
（作業イメージは割愛） 

 
 

③ 「HelloWorld5.html」をメモ帳で開きます。 
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④ 下図に従って、内容を編集し、上書き保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

HelloWorld5.html 編集前 

この部分を下図のように編集します 

編集後 

ソースコードの解説は次頁を参照 

この部分は２－３「視点の変更」で説明する内容ですが、 
Cesium で表示する際に便利な部分であるため追加しています。 
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【編集部分の解説】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ラインを追加する部分のコード解説】 
 

ラインを追加するためにはこれまでと同様に「veiwer.entities.add」メソッドを用います。 
「veiwer.entities.add」で追加する際、表示する名称や説明文、ラインの形状などを設定します。 
ラインの形状の設定は 4 行目の「polyline」内で行い、ラインを配置するポイント群の空間座標やライ

ンの太さ、色などをメンバーの値に設定しています。各メンバーの解説については次頁の表の通りです。 
 

（行番号は上記コードの青枠内の行番号です） 

行番号 メンバー 解説 
１ （メソッド） viewer.entities.add()・・・オブジェクトを追加するメソッドの呼び出し部。 
２ name: Cesium 上に表示されたラインをクリックした際に表示される情報窓のタイトルの設定部分。 

例題では“荒川”と設定。 
３ description: Cesium 上に表示されたラインをクリックした際に表示される情報に記載する内容を設定。 

例題では"ここは荒川です。"と設定。 
４ polyline: 「ライン」を示すポイント群の配置や太さ、色などの設定部分。 

5～15 
 

positions: 「ライン」を配置するポイント群の空間座標の設定部分。 
Cesium.Cartesian3.fromDegreesArrayHeights()メソッドを利用してポイントそれぞれ
の緯度、経度、ポイントを置く高さを指定している。 
メソッドには緯度、経度、ポイントを置く高さの順にカンマ区切りで記述し、記述されたポイントの
順番にラインがつながる。 
例題では 10 ヵ所のポイントをつなげ、“荒川”の一部を示している。いずれも高さ＝0 で設定。 

1６ width: 配置する「ライン」の太さの設定部分。例題では 5 ピクセルで設定。 
1７ material: 配置する「ライン」の色の設定部分。例題では赤で設定。 

HelloWorld5.html 編集後 
「HelloWorld.html」の記述と同じです。 

「視点の変更」として荒川に移動する設定です。 

「ライン」を追加するコードです。 
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⑤ 本書２－１⑤と同様に、GitHub Desktop 経由で「HelloWorld5.html」をアップロードします。 
 

 
⑥ 本書２－１⑥と同様に、アップロードした「HelloWorld5.html」を表示させます。 
 

表示させた結果は下図のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ラインをクリックすると右上に情報が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

設定した情報が表示される 

ラインをクリック 
ラインをクリックした際に表示される“枠”は 
ラインが構成されている範囲のほぼ中央を指します。 
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【参考：複数のラインを追加したい場合】 
 
複数のラインを追加したい場合、複数のポイントを追加したい場合と同様にラインを一つずつ追加し

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表示させた結果は次頁のようになります。 

  

複数ラインの追加例 

「荒川」のラインを 
追加するコード 

「江戸川」にラインを 
追加するコード 

色の指定方法を 
Cesium.Color(red, green, blue, alpha) 

の記述方法で設定したもの。記述の説明については
『【補足資料３】色の設定部分の記述方法』を参照。 
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複数ラインを追加した html コードの記述例は「HelloWorld5_Example_EX.html」です。参考にしてく
ださい。 
また、ラインとポイントをそれぞれ追加し、同一の画面上に表示させることも可能です。興味のある方

は試してみてください。 
 
 
 
以上で本項目は終了です。 

 
 
  

荒川 

江戸川 
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２－３．初期視点の変更  

[説明] 

ここでは、Cesium で閲覧する際の初期視点を変更する方法について説明します。 
 
Cesium では、視点の設定が指定されていない場合、北アメリカ大陸が表示されます。 
各々で 3DTiles や KMLデータ、および「ポイント」や「ライン」、「ポリゴン」等を追加したデータを閲

覧する際、表示させたい地域に自動的に視点が移動する処理を追加することで、用途に合った表示ができ
ます。 

 
実際に２－２[実践１]でポイントを追加した「HelloWorld3.html」および２－２[実践３]でポリゴンを追

加した「HelloWorld6.html」を利用して、視点を移動させる方法を実践します。 
 
 

[実践１] 真上からの視点 

ここでは２－２[参考１]でポイントを追加した「HelloWorld4.html」を利用し、真上から見た視点の変更
方法について試します。 
この章で挙げる html コードの記述例は「HelloWorld6_Example.html」を参考にしてください。 

 
 

① 本書２－１①と同様に、リポジトリ（kensyu）内の【Apps】フォルダを開きます。 
（作業イメージは割愛） 

 
 

② 「HelloWorld4.html」をコピー＆ペーストし、ファイル名を「HelloWorld6.html」に変更します。 
（作業イメージは割愛） 

 
 

③ 「HelloWorld6.html」をメモ帳で開きます。 
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④ 下図に従って、内容を編集し、上書き保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

HelloWorld6.html 編集前 

この赤線部分を下図のように編集します 

編集後 

ソースコードの解説は次頁を参照 
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【視点変更部分の解説】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【視点変更部分のコード解説】 
 
視点を変更するためには「viewer.camera.flyTo」メソッドを用います。またメンバーの「description」

で視点の緯度、経度、視点の高さを設定します。「description」の解説については下表の表の通りです。 
 

（行番号は上記コードの青枠内の行番号です） 

行番号 メンバー 解説 
１ （メソッド） viewer.camera.flyTo()・・・視点を操作するメソッドの呼び出し部。 
２ description: 視点の基準位置の設定部分。Cesium.Cartesian3.fromDegrees()メソッドを利用し

て、緯度、経度、視点の高さを指定している。 
メソッドには緯度、経度、視点の高さの順にカンマ区切りで記述する。 
例題では千駄ヶ谷駅の緯度、経度が設定されている。 

 
 
 
  

「ポイント」を追加した部分。 

HelloWorld6.html 変種後 

視点が千駄ヶ谷駅に移動するように緯度と経度を変更しています。 
また高度を低い位置に変更しています。 
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⑤ 本書２－１⑤と同様に、GitHub Desktop 経由で「HelloWorld6.html」をアップロードします。 
 

 
⑥ 本書２－１⑥と同様に、アップロードした「HelloWorld6.html」を表示させます。 
 

表示させた結果は下図のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

画面の中央に「千駄ヶ谷駅」が表示され、また低い高度から見た視点に変更されています。 
 
興味のある方は緯度、経度、視点の高さを好きな場所や高度に変更し、試してみてください。 
 
 
以上で本項目は終了です。 
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[実践２] 斜め上からの視点 

Cesium の特性上、真上から見下ろした視点のほか、水平方向の視点や斜め上からの視点など様々な角度
からの視点を設定することができます。 
ここでは２－２[実践３]でポリゴンを追加した「HelloWorld3.html」を利用し、斜め上からの視点に変更

する方法について試します。 
この章で挙げる html コードの記述例は「HelloWorld7_Example.html」を参考にしてください。 

 
 

① 本書２－１①と同様に、リポジトリ（kensyu）内の【Apps】フォルダを開きます。 
（作業イメージは割愛） 

 
 

② 「HelloWorld3.html」をコピー＆ペーストし、ファイル名を「HelloWorld7.html」に変更します。 
（作業イメージは割愛） 

 
 

③ 「HelloWorld7.html」をメモ帳で開きます。 
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④ 下図に従って、内容を編集し、上書き保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

編集後 

ソースコードの解説は次頁を参照 

HelloWorld7.html 編集前 

この部分を下図のように編集します 
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【視点変更部分の解説】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【視点変更部分のコード解説】 
 
真上からの視点変更と同様に「viewer.camera.flyTo」メソッドを用いますが、「orientation」のメンバー

を追加し視点の方向（縦・横方向およびロール角）を設定します。「description」および「orientation」の
解説については下表の表の通りです。 

 
（行番号は上記コードの青枠内の行番号です） 

行番号 メンバー 解説 
１ （メソッド） viewer.camera.flyTo()・・・視点を操作するメソッドの呼び出し部。 
２ description: 視点の基準位置の設定部分。Cesium.Cartesian3.fromDegrees()メソッドを利用し

て、緯度、経度、視点の高さを指定している。 
メソッドには緯度、経度、視点の高さの順にカンマ区切りで記述する。 

３ orientation: 視点の方向の設定部分。 
４ heading: 視点の横方向（東西南北の方向）の設定部分。Cesium.Math.toRadians()メソッドを

利用して方向を指定している。0 の場合は北、90（または-270）の場合は東を指し示す。 
５ pitch: 視点の縦方向（天地の向き）の設定部分。Cesium.Math.toRadians()メソッドを利用し

て方向を指定している。0 の場合は水平線と平行の向きとなり、90（または-270）の場合は
真上、-90（または 270）の場合は真下を指し示す。 

６ roll: 視点のロール角の設定部分。0 の場合は水平に並行な視点となる。0 以外の値を用いるシー
ンはほぼ無いため、詳細は割愛する。 

  

HelloWorld7.html 編集後 

「ポリゴン」を追加した部分。 

北向き（0 度）から-45 度（北西）を向く設定です。 

水平（0 度）から-45 度（下方向）を向く設定です。 

視点の向きに伴い、基準位置の緯度経度を変更する。 

緯度経度や角度などの空間座標の求め方については、巻末の 
『【補足資料１】視点の緯度や経度、角度などの求め方』を参照。 
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⑤ 本書２－１⑤と同様に、GitHub Desktop 経由で「HelloWorld7.html」をアップロードします。 
 

 
⑥ 本書２－１⑥と同様に、アップロードした「HelloWorld7.html」を表示させます。 
 

表示させた結果は下図のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真上から見下ろす視点であった「HelloWorld3.html」と比べ、ポリゴンの立体感をすぐに確認すること
ができます。 

 
 

【斜め上からの視点に変更する際の注意点】 
 
視点の変更は 2 行目の「description」で設定した空間座標を基準とし、「orientation」の「heading」で

横方向（東西南北の方位）を、「pitch」で縦方向（天地の方向）設定しています。 
「heading」や「pitch」は角度を設定しているだけですので、視点となる基準点の空間座標（緯度、経

度、視点の高さ）も変更する必要があります。 
用途に合わせて、視点の変更と空間座標の調整を行ってください。 
空間座標の求め方については、巻末の『【補足資料１】視点の緯度や経度、角度などの求め方』に記載し

ています。参考にしてください。 
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３．技術テクニック：後編  
 
ここでは、『GIS 実習オープン教材：Cesium 入門』で紹介されていないプラスアルファの技術テクニッ

ク（下表４～７）を説明します。 
 

 
 
 
具体的な手法の説明は、前編２－３[実習２]で作成した「HelloWorld7.html」および、研修用のサンプル

データである「chino_3dtiles.html」を利用しながら説明していきます。 
 
 
 

  

章 技術テクニック 説明

1 2-1 機能のオン／オフ Cesiumに標準搭載されている基本機能のオン／オフの切り替え方法について説明します。

2 2-2 レイヤの追加 空間座標を利用し、ポイント、ライン、ポリゴンの各追加方法について説明します。

3 2-3 視点の変更 Cesiumで閲覧する際の初期視点の設定方法について説明します。

4 3-1 ラベルの追加 空間座標を利用し、ラベルの追加方法について説明します。

5 3-2 ベースマップの
地形の変更

Cesiumで閲覧する際に読み込むベースマップの地形の変更方法について説明します。

6 3-3 ホームボタンの
設定変更

Cesiumに標準搭載されているホームボタンで設定される空間情報の変更方法について説明しま
す。

7 3-4 物件の情報による
色の変更

物件が所有している情報にあわせた色の変更方法について説明します。
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３－１．ラベルの追加  

[説明] 

ここでは、Cesium 上に「ラベル」を追加する方法について説明します。 
「ラベル」も空間座標データとして扱うことで、「ポイント」や「ポリゴン」と同様に追加することがで

きます。 
 
 

[実践]  

例題として、２－３[実践２]の東京都庁のポリゴン上にラベルを追加することを実践します。 
なお、この章で挙げる html コードの記述例は「HelloWorld8_Example.html」を参考にしてください。 

 
 

① 本書２－１①と同様に、リポジトリ（kensyu）内の【Apps】フォルダを開きます。 
（作業イメージは割愛） 

 
 

② 「HelloWorld7.html」をコピー＆ペーストし、ファイル名を「HelloWorld8.html」に変更します。 
（作業イメージは割愛） 

 
 

③ 「HelloWorld8.html」をメモ帳で開きます。 
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④ 下図に従って、内容を編集し、上書き保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

HelloWorld8.html 編集前 

この部分に下図のコードを追加します。 

編集後 

ソースコードの解説は次頁を参照 
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【編集部分の解説】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ラベルを追加する部分のコード解説】 
 

ラベルを追加するためには「veiwer.entities.add」メソッドを用います。また「veiwer.entities.add」で追
加する際、ポイントの空間座標やポイントの大きさ、色などをメンバーの値に設定することで、用途に合
ったポイントとして追加することができます。各メンバーの解説については下表の通りです。 

 
（行番号は上記コードの青枠内の行番号です） 

行番号 メンバー 解説 
１ （メソッド） viewer.entities.add()・・・オブジェクトを追加するメソッドの呼び出し部。 
２ position: 「ラベル」を配置する空間座標の設定部分。Cesium.Cartesian3.fromDegrees()メソッ

ドを利用して、緯度、経度、ラベルを置く高さを指定している。 
メソッドには緯度、経度、ラベルを置く高さの順にカンマ区切りで記述する。 

３ label: 表示する「ラベル」の設定部分。 
４ text: 表示する文字の設定部分。例題では“東京都庁”で設定。 
５ font: 表示するラベルのフォントの設定部分。フォントサイズとフォントを設定する。省略可。省略され

ている場合、デフォルト値＝”30px sans-serif”で処理される。 
６ fillColor: 表示するラベルの色の設定部分。省略可。省略されている場合、デフォルト値＝”WHITE”で

処理される。 
７ outlineColor: 表示するラベルの枠の色の設定部分。省略可。省略されている場合、デフォルト値

＝”BLACK”で処理される。但し、9 行目の「style:」の設定が「FILL」の場合は無効となる。 
８ outlineWidth: 表示するラベルの枠の太さの設定部分。省略可。省略されている場合、デフォルト値＝”1.0”

で処理される。但し、9 行目の「style:」の設定が「FILL」の場合は無効となる。 
９ style: 表示するラベルのスタイルの設定部分。FILL（枠無し文字）、OUTLINE（枠だけの文

字）、FILL_AND_OUTLINE（枠あり文字）で設定する。 
省略可。省略されている場合、デフォルト値＝”FILL”で処理される。 

  

ラベルの位置（空間座標）とラベルの設定を行っている。 

HelloWorld8.html 編集後 
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⑤ 本書２－１⑤と同様に、GitHub Desktop 経由で「HelloWorld8.html」をアップロードします。 
 

 
⑥ 本書２－１⑥と同様に、アップロードした「HelloWorld8.html」を表示させます。 
 

表示させた結果は下図のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
興味のある方はラベルの色や配置する視点の高さなどを変更し、試してみてください。 
 
 
以上で本項目は終了です。 
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３－２．ベースマップの地形の変更  

[説明] 

ここでは、Cesium で利用するベースマップの地形の変更方法について説明します。 
また、補足として、ベースマップに表示される地図の種類の変更についても説明します。 
 
Cesium を利用する際、デフォルトの設定のままでは、「WGS84 Ellipsoid」が使用され、平面地形で表示

されます。 
しかし、本研修で試用する3D TilesデータやKMLデータなど標高の情報が含まれるデータを扱う場合、

3D の地形で表示される「Cesium World Terrain」に変更した方が視認性や利便性が高くなります。 
このように、用途に応じて地形を変更する必要が出てきますが、Cesiumを利用する際に予め 3D の地形

で表示されるように指定することができます。 
 
 

[実践] 

例題として、研修用サンプルデータの中から長野県茅野市の建物の 3D Tiels データを表示する
「chino_3dtiles.html」を利用します。 

 
この「chino_3dtiles.html」を Cesium で表示した場合、ベースマップの地形が「WGS84 Ellipsoid」であ

るため、建物（3D Tielsデータ）が宙に浮いた状態で表示されます。この地形を「Cesium World Terrain」
に変更することで建物は地形にあった位置に表示されるようになります。（詳しくは実習テキスト（基礎編）
「２－８．ブラウザ上で Cesium を利用したデータを確認する」を参照してください。） 

 
この章で挙げる html コードの記述例は「chino_3dtiles2_Example.html」を参考にしてください。 

 
 

① 本書２－１①と同様に、リポジトリ（kensyu）内の【Apps】フォルダを開きます。 
（作業イメージは割愛） 

 
 

② 「chino_3dtiles.html」をコピー＆ペーストし、ファイル名を「chino_3dtiles2.html」に変更します。 
（作業イメージは割愛） 

 
 

③ 「chino_3dtiles2.html」をメモ帳で開きます。 
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④ 下図に従って、内容を編集し、上書き保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

編集後 

ソースコードの解説は次頁を参照 

chino_3dtiles2.html 編集前 

この部分を下図のように編集します 
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【編集部分の解説】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【地形および地図の種類を変更する部分のコード解説】 
 

地形および地図の種類を変更するには「Cesium.Viewer」メソッド内でメンバーの「terrainProvider」お
よび「imageryProvider」の設定を行います。各メンバーの解説については下表の通りです。 

 
（行番号は上記コードの青枠内の行番号です） 

行番号 メンバー 解説 
１ （メソッド） Cesium.Viewer()・・・ビューアを読み込むメソッドの呼び出し部。 
２ terrainProvider: 読み込む「地形（terrain）」の設定部分。「Cesium.createWorldTerrain()」と指定す

ることでベースマップの地形が 3D 地形となる。 
省略可。省略している場合は平面地形となる。 

２ imageryProvider: 読み込む「地図の種類」の設定部分。省略可。 
省略している場合は「EllipsoidTerrainProvider()」が読み込まれる。 
例題では OpenStreetMap の地図を読み込む設定。 
設定できる地図の種類については下記の Cesium 公式のドキュメントを参照のこと。 
https://cesium.com/learn/cesiumjs/ref-doc/ImageryProvider.html 

３ url: 読み込む地図の URL。 
上記の imageryProvider で設定した地図の種類に従って設定する。 

  

地形の設定と地図の種類の設定を行っている。 

chino_3dtiles2.html 編集後 

長野県茅野市の 3D Tilesデータを表示する部分。 
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⑤ 本書２－１⑤と同様に、GitHub Desktop 経由で「chino_3dtiles2.html」をアップロードします。 
 

 
⑥ 本書２－１⑥と同様に、アップロードした「chino_3dtiles2.html」を表示させます。 
 

表示させた結果は下図のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マウスで視点を動かすと、3D地形で表示されていることがわかります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上で本項目は終了です。  
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３－３．ホームボタンの設定変更  

[説明] 

ここでは、Cesium の基本機能で表示される「ホームボタン」の変更方法について説明します。 
 
「ホームボタン」をクリックすると、指定した空間座標に移動できますが、デフォルトの設定のままで

は、北アメリカ大陸に移動します。 
「ホームボタン」で移動する空間座標は、（2021.10.13 現在）変更することができないため、「ホームボ

タン」をクリックしたときのイベントを制御し、指定する空間座標に移動するように処理を追加します。 
そうすることにより、疑似的に「ホームボタン」をクリックしたときの移動先を自由に設定させること

ができます。 
 
 

[実践] 

例題として、「HelloWorld8.html」を利用し、「ホームボタン」をクリック後、東京都庁から富士山に移動
する設定を実践します。 
この章で挙げる html コードの記述例は「HelloWorld9_Example.html」を参考にしてください。 
 
なお、前章の「HelloWorld8.html」を Cesiumで表示し、「ホームボタン」をクリックすると、北アメリ

カ大陸に移動しますので、興味のある方は試してみてください。 
 

 
 

① 本書２－１①と同様に、リポジトリ（kensyu）内の【Apps】フォルダを開きます。 
（作業イメージは割愛） 

 
 

② 「HelloWorld8.html」をコピー＆ペーストし、ファイル名を「HelloWorld9.html」に変更します。 
（作業イメージは割愛） 

 
 

③ 「HelloWorld9.html」をメモ帳で開きます。 
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④ 下図に従って、内容を編集し、上書き保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

HelloWorld9.html 編集前 

編集後 

ソースコードの解説は次頁を参照 

この部分を下図のように編集します 
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【編集部分の解説】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ホームボタンの設定変更を追加する部分のコード解説】 
 

先に述べた通り、“ホームボタンをクリックした”イベントが発生した時、指定する空間座標に移動する
ように処理を追加しています。 
青枠内 1行目の「viewer.homeButton.viewModel.command.beforeExecute.addEventListener」でホーム

ボタンをクリックしたときのイベントを検知し、2 行目以降で移動する処理を実行しています。 
各メンバーの解説については下表の通りです。 
 

  

HelloWorld9.html 編集後 

ホームボタンの設定変更を 
追加するコードです。 

東京都庁のポリゴンを追加したコードです。 
（本資料２－２[実践３]参照） 

ベースマップの地形を 3D 地形に変更する 
コードを追加しています。（本誌３－２参照） 

「富士山」のラベルを追加する
コードを追加しています。 
（本誌３－１参照） 
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（行番号は上記コードの青枠内の行番号です） 

行番号 メンバー 解説 
１ （メソッド） viewer.homeButton.viewModel.command.beforeExecute.addEventListen() 

・・・ホームボタンをクリックした際のイベント（メソッド）の呼び出し部。 
２ （オブジェクト） function(e){} 

・・・viewer.homeButton.viewModel.command.beforeExecute.addEventListen() 
のイベントオブジェクト。イベント発生時に実行する処理の宣言部。 

３ （オブジェクト） e.cancel = true; 
・・・イベントオブジェクトの有効／無効を設定する。true=有効で設定する。 
なお、false=無効に設定した場合、本イベント自体が無効となり、ホームボタンをクリックした際は
北アメリカ大陸を指す。 

４ （メソッド） viewer.camera.flyTo()・・・視点を操作するメソッドの呼び出し部。 
５ description: 視点の基準位置の設定部分。Cesium.Cartesian3.fromDegrees()メソッドを利用して、緯

度、経度、視点の高さを指定している。 
メソッドには緯度、経度、視点の高さの順にカンマ区切りで記述する。 

６ orientation: 視点の方向の設定部分。 
７ heading: 視点の横方向（東西南北の方向）の設定部分。Cesium.Math.toRadians()メソッドを利用

して方向を指定している。0 の場合は北向き、90（または-270）の場合は東を指し示す。 
８ pitch: 視点の縦方向（天地の向き）の設定部分。Cesium.Math.toRadians()メソッドを利用して

方向を指定している。0 の場合は水平線と平行の向きとなり、90（または-270）の場合は真
上、-90（または 270）の場合は真下を指し示す。 

９ roll: 視点のロール角の設定部分。0 の場合は水平に並行な視点となる。0 以外の値を用いるシーンは
ほぼ無いため、詳細は割愛する。 

 
 
 

 
⑤ 本書２－１⑤と同様に、GitHub Desktop 経由で「HelloWorld9.html」をアップロードします。 
 
 

 
⑥ 本書２－１⑥と同様に、アップロードした「HelloWorld9.html」を表示させます。 
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表示させた結果は下図のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホームボタンをクリックすると富士山が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上で本項目は終了です。 
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３－４．物件の情報による色の変更  

[説明] 

3D Tiels データには様々な情報が付与されています。その情報を分類し、分類毎に色分けして表示する
ことができれば視認性や利便性が高まります。 

 
そこで、3D Tiels データを Cesiumで利用する際、3D Tiels データに登録されている情報により物件を

分類し、分類毎に色分けし表示する方法について説明します。 
 
 

[実践] 

例題として、研修用サンプルデータの中から長野県茅野市の建物の 3D Tiels データを表示する
「chino_3dtiles.html」を利用します。 
付与されている建物の階数で分類し、色分けを行います。 
 
この章で挙げる html コードの記述例は「chino_3dtiles3_Example.html」を参考にしてください。 

 
 

① 本書２－１①と同様に、リポジトリ（kensyu）内の【Apps】フォルダを開きます。 
（作業イメージは割愛） 

 
 

② 「chino_3dtiles.html」をコピー＆ペーストし、ファイル名を「chino_3dtiles3.html」に変更します。 
（作業イメージは割愛） 

 
 

③ 「chino_3dtiles3.html」をメモ帳で開きます。 
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④ 下図に従って、内容を編集し、上書き保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

編集後 

ソースコードの解説は次頁を参照 

併せて、ベースマップの地形の設定も変更します 

この部分を下図のように編集します 

chino_3dtiles3.html 編集前 
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【編集部分の解説】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【物件の情報の条件に従って配色を変更する部分のコード解説】 
 

青枠 1 行目の「Cesium.Cesium3DTileStyle」メソッドを用いて 3DTiles データのスタイルを設定する
ことができます。同 3行目の「conditions:」で分類する条件と色の設定を行います。 
「conditions:」に登録する条件と色の組合せは配列型で記述します。読み込んだ 3DTiles データを分類

する処理は、記述した順番で処理され、合致した条件の配色が適用されます。 
（例） 

読み込んだデータが 3階の情報をもっていた場合、始めに 1つ目の“4階以上は赤”に合致するか否
かを処理します。 
その結果は合致しないため、2 つ目の条件である“3 階以上は緑”に合致するか否かを処理します。 
この結果は合致するため、“3階以上は緑”の配色が適用されます。 

どの条件にも合致しなかった場合、7行目の「["true","rgb(255, 255, 255)"]」が適用されます。 
 
各メンバーの解説については下表の通りです。 

  

chino_3dtiles3.html 編集後 

ベースマップの地形を 3D 地形に変更する 
コードを追加しています。（本誌３－２参照） 

色分けは上の行から順に分類される。従って、 
4 階以上は赤 
3 階以上は緑 
2 階以上は青 
上記以外（2 階未満）は白 

と設定されていることになる。 
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（行番号は上記コードの青枠内の行番号です） 

行番号 メンバー 解説 
１ （メソッド） Cesium.Cesium3DTileStyle() 

・・・3DTiles データのスタイルを設定するメソッドの呼び出し部。 
２ color: 3DTiles データのスタイルの色の設定部分。 
３ conditions: 分類する条件と配置するの色の設定部分。分類する条件と色を配列型で記述する。 

例題では [分類する条件,配色する色] の組合せが配列型で格納されている。 
４ 例題における条件 

１つ目 
["Number(${地上階数}) >= 4","rgba(255, 0, 0, 0.5)"] 
⇒ "Number(${地上階数}) >= 4"部分が分類の条件を表し、"rgba(255, 0, 0, 
0.5)"部分が配色の色を設定している。 
地上階数が 4 以上であれば合致し、赤に配色される設定。 
 
▼分類の条件に関して補足。 
${地上階数}で付与されている情報は、数字以外の情 報も含まれているため、
Number(${地上階数})と記述することで数値に変換している。 
${地上階数}で付与されている情報が数字以外の場合、数値変換後の値は異常となり、7
行目で設定される色が適用される。 
5 行目、6 行目も同様。 
 
▼配色の色の設定に関して補足。 
色の指定方法は rgba(red,green,blue,alpha)形式で指定している。 
alpha は透過度を表し、0～1 の小数値で指定する。 
0（0%）=透明、1（100%）=不透明となる。 
5 行目、6 行目も同様。 

５ 例題における条件 
２つ目 

["Number(${地上階数}) >= 3","rgba( 0, 255, 0, 0.5)"] 
⇒ "Number(${地上階数}) >= 3"部分が分類の条件を表し、"rgba( 0, 255, 0, 
0.5)"部分が配色の色を設定している。 
4行目に合致しないデータのうち、地上階数が3以上であれば合致し、緑に配色される設定。 

６ 例題における条件 
３つ目 

["Number(${地上階数}) >= 2","rgba( 0, 0, 255, 0.5)"] 
⇒ "Number(${地上階数}) >= 2"部分が分類の条件を表し、"rgba( 0, 0, 255, 
0.5)"部分が配色の色を設定している。 
5行目に合致しないデータのうち、地上階数が2以上であれば合致し、青に配色される設定。 

７ 例題における条件 
４つ目 

["true","rgb(255, 255, 255)"] 
⇒ "true"部分が分類の条件を表し、"rgb( 255, 255, 255)"部分が配色の色を設定し
ている。 
4～6 行目に合致しないデータに対し、白に配色される設定。 

 
 
 

 
⑤ 本書２－１⑤と同様に、GitHub Desktop 経由で「chino_3dtiles3.html」をアップロードします。 
 

 
⑥ 本書２－１⑥と同様に、アップロードした「chino_3dtiles3.html」を表示させます。 
  



 

- 60 - 
 

表示させた結果は下図のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マウスで視点を動かすと、下図のようになります。 
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本項目では建物の階数で分類し、色分けを行いましたが、付与されているその他の情報に対しても分

類し、色分けすることが可能です。 
巻末の『【補足資料２】物件の色分けにおける条件の記述について』では、分類するための条件の記述

方法や主な付与情報の例を載せています。 
興味のある方はぜひ試してみてください。 

 
 
 
以上で本項目および本編は終了です。 
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【補足資料１】視点の緯度や経度、角度などの求め方 
 
Cesium の初期視点を設定する際、表示したい場所の「緯度」や「経度」、「視点の高さ」、「横方向（東西

南北の向き）」、「縦方向（天地の方向）」の値が必要になります。 
そこで、Google chrome のディベロッパーツールを利用して、それぞれの値の求める方法について紹介

します。 
 

 
① Google chrome で閲覧させたいデータを表示

します。 
 

右図は例として、前頁の「HelloWorld7.html」
を表示しています。 

 
 
 
 

 
② マウスを操作し“表示したい場所”や“表示し

たい角度”で画面を表示します。 
 

右図は例として、東京都庁を南西側から見る
視点で視点の高さや角度を変えた画面を表示
しています。 

 
 
 

 
③ 画面右上の「Google chrome の設定」からデ

ィベロッパーツールを起動します。 
 
（１）「Google chrome の設定」をクリック。 
（２）「その他のツール」をクリック 
（３）「ディベロッパーツール」をクリック 
 
ショートカットキーとして、キーボードから
「Ctrl」+「Shift」+「I」を押下しても起動し
ます。  

（１）「Google chrome の設定」をクリック 

（２）「その他のツール」をクリック 

（３）「ディベロッパーツール」をクリック 
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④ ディベロッパーツールの「Console」をクリッ

クしコンソール画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑤ コンソールの入力部分に下記のコマンドを入

力し Enter キーを押下すると、画面で表示し
ている条件の「経度」「緯度」「視点の高さ」「横
方向（東西南北の向き）」、「縦方向（天地の方
向）」の値を取得できます。 

 
 
 
 
 

「経度」を求めるコマンド 
Cesium.Math.toDegrees(viewer.camera.positionCartographic.longitude) 

 
「緯度」を求める場合コマンド 

Cesium.Math.toDegrees(viewer.camera.positionCartographic.latitude) 
 
「視点の高さ」を求めるコマンド 

viewer.camera.positionCartographic.height 
 
「縦方向（天地の向き）」を求めるコマンド 

Cesium.Math.toDegrees(viewer.camera.pitch) 
 
「横方向（東西南北の向き）」を求めるコマンド 

Cesium.Math.toDegrees(viewer.camera.heading) 

 
  

「Console」をクリック 

コンソールの入力部分 
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実際にコマンドを入力し Enterキーを押下した際のコンソール入力画面は下図のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【値を利用する際のワンポイント】 
 
ここで得られる値は小数点以下が 10 桁以上の細かい数値になっています。 
初期視点の設定に用いる場合、「横方向（東西南北の向き）」や「縦方向（天地の方向）」、「視点の高さ」

に関しては、整数部分または小数点以下１桁程度の値に丸めた値でも差し支えありません。 
また、「経度」「緯度」に関しても小数点以下４桁程度の値に丸めても大きな影響はありませんが、厳格

に「経度」「緯度」を指定したい場合は、得られた値をそのまま設定してください。 
 
 
 
 
 
以上で緯度や経度、角度などの値の求め方紹介を終了します。 
 

 
 
 
  

コマンドを入力し Enterキーを押下すると、そのコマンドの結果が表示されます。 
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【補足資料２】空間座標の「緯度」と「経度」の求め方 
 
Cesium 上にポリゴンを配置する場合、ポリゴンの角を示す点群（以下、ポイント群）の空間座標（主に

「緯度」と「経度」）が必要になります。 
そこで、ここでは国土地理院が提供する地理院地図を用いたWebサービスを活用し、ポリゴンを配置し

たい地点の空間座標（「緯度」と「経度」）を求める手順について説明します。 
 
事例として、本書「２－２．レイヤの追加」で取得する東京都庁のポイント群の「緯度」と「経度」を求

めます。 
 

 
① 国土地理院が提供するWebサービス「地理院

地図 / GSI Maps」にアクセスします。 
 
・地理院地図 / GSI Maps 

https://maps.gsi.go.jp/ 
 

右図は上記サイトにアクセスした際の初期画
面です。 

 
 
 

 
② 東京都庁にズームアップします。 

 
画面左上にある検索窓から「東京都庁」を検索
すると容易に検索でき、便利です。 
 
また、ズームアップはマウスのホイール操作
または画面左下のスケールバーで操作します。 
 

 
 
 
  

検索窓 

スケールバー 

https://maps.gsi.go.jp/
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③ 「作図・ファイル」の操作パネルを表示します。 

 
（１）左上の『ツール』をクリック。 
（２）右側に表示されるメニューから 

『作図・ファイル』をクリック。 
 
 
 
 
 
 
「作図・ツール」の操作パネルが表示されま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
④ 「面（多角形）を追加」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（１）ツールをクリック 

（２）作図・ファイルをクリック 

面（多角形）を追加をクリック 
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⑤ 地図上をクリックし、東京都庁を示す 4 点を

結びます。 
 

（１）開始位置（１点目）をクリックします。 
 

 
 
 
 
 

（２）２点目、３点目をクリックします。 
 
クリックしていくと、囲まれた部分が網掛け
で表示されます。 
また、右クリックすると一つ前に戻ります。 
 

 
 
 

（３）最後の点（４点目）はダブルクリック 
します。 

 
 
 
 

 
 
 

 
⑥ 表示されたパネルの『OK』をクリックします。 

 
なお、「緯度」「経度」の情報を取得することが
目的であるため、表示されたパネルへの情報
の追加入力や設定の変更は必要ありません。 

 
 
 
  

OK をクリック 
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⑦ 4点で選択された範囲が決まります。 

 
選択範囲を編集する場合は“ペン”のアイコン
をクリックします。また、削除する場合は“ゴ
ミ箱”のアイコンをクリックします。 

 
 
 
 
補足：選択範囲の編集方法 

“ペン”のアイコンをクリックすると、本章⑥
の画面に戻ります。 
選択範囲の周りの白い「□」をマウスでドラッ
グしならが移動することで、選択範囲を自由
に変更することができます。 

 
 
 
 
 

 
⑧ 「作図・ツール」の操作パネルの【確定】ボタ

ンをクリックし確定します。 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑨ 「作図・ツール」の操作パネルの【保存】アイ

コンをクリックし確定します。 
 
 
 
 
  

編集する場合は“ペン”のアイコンを、 
削除する場合は“ゴミ箱”のアイコンを 
クリック 

周りの白い「■」をマウスでドラッグしながら移動する 

【確定】をクリック 

【保存】アイコンをクリック 
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⑩ ファイル形式の選択で（１）『GeoJSON形式』

を選択し、（２）【上記の内容で保存】をクリッ
クします。 

 
 
 
 
 
 
 

 
⑪ （１）保存するファイル名を入力し、 

（２）【保存】をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑫ 保存先を選択し、ファイルを保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（１）GeoJSONを選択 

（２）上記の内容で保存をクリック 

（１）保存するファイル名を入力 

（２）保存をクリック 
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⑬ 保存したファイルをメモ帳で開きます。 
 

“coordinates”で記述されている部分が選択し
た範囲の空間座標（緯度、経度）を示していま
す。 
 
記述されている座標は５点分あります。 
上から順に 
・開始位置（１点目）のクリック地点 
・2点目のクリック地点 
・3点目のクリック地点 
・最後の点（4点目）のダブルクリック地点 

を示しており、５点目は、範囲を閉じるため
に、開始位置（１点目）と同じ座標になってい
ます。 
 
従って、ポイント群としては、開始位置（１点
目）から最後の点（４点目）の空間座標（緯度、
経度）を用います。 
 

 
 

 
 
補足：KMLデータで保存したデータ 
本章⑩でKMLデータを選択し保存した場合、
その KML データをメモ帳で開くと右図のよ
うになります。 
GeoJSON データと同様に“coordinates”で記
述されている部分が選択した範囲の空間座標
（緯度、経度）を示しており、GeoJSON デー
タよりも細かい座標で取得できます。 
しかし、各点の区切りが分かりにくい表記に
なっているため、GeoJSON データで取得する
ことをお勧めします。 

 
 
以上で空間座標の「緯度」と「経度」の求め方の説明を終了します。  

開始位置（１点目）座標 

２点目の座標 

３点目の座標 

最後の点（４点目）座標 

５つ目の座標は１点目と同じでるため
ポイント群には必要ありません。 

空間座標を示す部分 
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【補足資料３】色の設定部分の記述方法の説明 
 
「２－２．レイヤの追加」で説明した色の設定部分を例に説明します。 
色の設定の記述方法は複数ありますが、主に下記の 2つの記述方法を用います。 
 

No 記述例 

記述例１ Cesium.Color.RED.withAlpha(0.5) 

記述例２ Cesium.Color.fromBytes(255, 0, 0,127) 

 
記述例１は、予め Cesium で設定されている“色”を指名し、withAlpha()部分で透過を設定する記述方法

です。 
記述例２は RGB（赤、緑、青）および透過の設定を 0～255 の値で設定する記述方法です。 
上記で示すこの 2つの記述方法は同じ意味になります。 
 
「２－２．レイヤの追加」では、「material:」で設定するポリゴンの色、および「outlineColor:」で設定

するポリゴンの“辺”の色のいずれも記述例１の記述方法に則して記述されています。 
 

（２－２．レイアの追加より抜粋） 

material : Cesium.Color.RED.withAlpha(0.5), 
・・・ 
outlineColor : Cesium.Color.BLACK 

 
但し、「outlineColor:」で記述されている『Cesium.Color.BLACK』は、記述例１の withAlpha()部分を除

いた記述方法になり、透過の設定をしない場合の記述方法です。 
withAlpha()部分を withAlpha(1)とした場合は“透過しない事”を意味し“不透明”になり、withAlpha(0)の

場合は“透明”となります。つまり、『Cesium.Color.BLACK』と『Cesium.Color.BLACK.withAlpha(1)』は
同じ意味になります。 

withAlpha()で設定する透過具合は 0～1 の間の小数値で設定します。下表に透過具合を変えた記述例を
示します。 

 
 
 
 
 
 
 

  

透過度 参考色 記述例1 記述例2

0 Cesium.Color.RED.withAlpha(0) Cesium.Color.fromBytes(255,0,0,0)

0.25 Cesium.Color.RED.withAlpha(0.25) Cesium.Color.fromBytes(255,0,0,63)

0.5 Cesium.Color.RED.withAlpha(0.5) Cesium.Color.fromBytes(255,0,0,127)

0.75 Cesium.Color.RED.withAlpha(0.75) Cesium.Color.fromBytes(255,0,0,191)

1
Cesium.Color.RED.withAlpha(1)
　または
Cesium.Color.RED

Cesium.Color.fromBytes(255,0,0,255)
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色を設定する場合、記述例１または記述例２のどちらを用いても問題ありませんが、細かい色味を指定
したい場合は記述例２の記述方法で設定してください。 

 
記述例１で設定する場合の代表的な色の記述例と、その同色を記述例２で設定する場合の記述例を下表

に紹介します。 
また、この表以外の色を設定したい場合は下記のリファレンス（英語）を参照してください。 
・色に関するリファレンス（Cesium公式ドキュメント（英語）） 

https://cesium.com/learn/cesiumjs/ref-doc/Color.html 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

記述例1 記述例2

黒 Cesium.Color.BLACK Cesium.Color.fromBytes( 0, 0, 0,255)

グレー Cesium.Color.GRAY Cesium.Color.fromBytes(127,127,127,255)

白 Cesium.Color.WHITE Cesium.Color.fromBytes(255,255,255,255)

赤 Cesium.Color.RED Cesium.Color.fromBytes(255, 0, 0,255)

緑 Cesium.Color.GREEN Cesium.Color.fromBytes( 0,255, 0,255)

青 Cesium.Color.BLUE Cesium.Color.fromBytes( 0, 0,255,255)

マゼンタ Cesium.Color.MAGENTA Cesium.Color.fromBytes(255, 0,255,255)

黄色 Cesium.Color.YELLOW Cesium.Color.fromBytes(255,255, 0,255)

水色 Cesium.Color.CYAN Cesium.Color.fromBytes( 0,255,255,255)

オレンジ Cesium.Color.ORANGE Cesium.Color.fromBytes(255,165, 0,255)

ムラサキ Cesium.Color.PURPLE Cesium.Color.fromBytes(128, 0,128,255)

青緑 Cesium.Color.SPRINGGREEN Cesium.Color.fromBytes( 0,255,127,255)

色

https://cesium.com/learn/cesiumjs/ref-doc/Color.html
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【補足資料４】物件の色分けにおける条件の記述について 
 
３－４では 3D Tilesデータに付与されている建物の階数を、その階数を条件により色分けを行いました。

その際に紹介した条件の記述方法について、少し掘り下げて説明します。 
 
紹介する条件の記述方法は「JavaScript」言語に準拠しており、ここでは条件の記述方法の例示として一

部についてのみを紹介しています。 
 
 

（１）条件式の記述解説  

３－４を例に、条件式の記述について解説します。３－４で用いた「chino_3dtiles3.html」の条件式の部
分は下図の通りです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この内、緑字部分が条件式になります。なお、黒字部分は conditions:で宣言される型の様式に沿った記

述部分であり、青字部分は conditions:の型に沿って設定される色の記述部分です。黒字部分、青字部分の
説明は割愛します。 

 
この緑字部分をさらに分解し解説します。 
 

  

chino_3dtiles3.html 

["Number(${地上階数}) >= 4","rgba(255, 0, 0,0.7)"], 

拡大＆着色 
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橙字部分に条件としたい付与情報を記述します。（主な付与情報の一覧については後述を参照） 
記述形式は、付与情報の名称を半角波括弧「{}」で括り、頭に半角ドルマーク「$」を設けた形式です。 
赤字部分の比較演算子で左辺と右辺（紫字）を比較し、真偽を判定しています。 
紺字部分は JavaScript における関数です。付与情報を“数値”に変換しています。（※） 
 
まとめると、上記の場合、付与されている${地上階数}の情報を Number()関数で数値に変換した値（左

辺）と、条件となる値「4」（右辺）とを比較演算子「>=」で比較し、真偽を判定しています。 
 
※Number()関数で数値に変換している部分は、プログラムにおけるテクニックの一つです。 
付与情報の内容によっては、数値として登録されているにも関わらず、プログラムの処理において
“文字”と認識される場合があります。これは同じ項目の付与情報に空白や“null”文字、または全角で
登録された数字文字など、“数値”として認識されない情報が含まれている場合があり、“全て数値で
ある”と認識されないためです。 
そこで、Number()関数を用いて“登録されている数字”を比較できる“数値”に変換しています。 
 
 

  

Number(${地上階数}) >= 4 
赤字：比較演算子 

橙字：物件に付与されている情報 

紺字：JavaScriptにおける関数、Number() 
付与されている情報を数値に変換 

紫字：条件となる値 
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（２）JavaScriptにおける比較に用いる演算子  

３－４では、階数の分類に JavaScript における比較に用いる演算子を用いて、その物件の階数を判定し、
分類（色分け）しています。 
また、論理演算子を用いることで、複数条件による分類が可能になります。 
JavaScript の代表的な比較演算子や論理演算子は下表の通りです。 
 

比較演算子 例︓A、Bは値 解説 
> A > B A が B よりも大きい場合、True。 それ以外は False。 

>= A >= B A が B 以上の場合、True。 それ以外は False。 
< A < B A が B よりも小さい場合、True。 それ以外は False。 

<= A <= B A が B 以下の場合、True。 それ以外は False。 
=== A === B A が B と同じ場合、True。 それ以外は False。 
!== A !== B A が B と異なる場合、True。 それ以外は False。 

 
論理演算子 例 解説 

|| 条件式 X || 条件式 Y 
|| は OR を意味する。 
条件式 X または条件式 Y を満たす場合、True。 

&& 条件式 X && 条件式 Y 
&& は AND を意味する。 
条件式 X かつ条件式 Y を満たす場合、True。 
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（３）条件式の記述例  

${地上階数}のように付与されている情報が主に数字（数値）の場合、下表に示す記述例のように記述し
ます。 

 
No 比較演算子 記述例 解説 

1 > Number(${地上階数}) > 4 
地上階数が 4 階より高い（5 階以上）物件を判断する場
合に用いる。4 階以下の物件は対象外となる。 

2 >= Number(${地上階数}) >= 4 
地上階数が 4 階以上の物件を判断する場合に用いる。 
4 階より低い物件は対象外となる。 

3 < Number(${地上階数}) < 4 
地上階数が 4 階より低い（3 階以下）物件を判断する場
合に用いる。4 階以上の物件は対象外となる。 

4 <= Number(${地上階数}) <= 4 
地上階数が 4 階以下の物件を判断する場合に用いる。 
4 階より高い物件は対象外となる。 

5 === Number(${地上階数}) === 4 
地上階数が 4 階である物件を判断する場合に用いる。 
4 階以外の物件は対象外となる。 

6 !== Number(${地上階数}) !== 4 
地上階数が 4 階以外の物件を判断する場合に用いる。 
4 階である物件は対象外となる。 

 
 
また、${用途}（主な付与情報の一つ。後述を参照）のように主に文字列とし付与されている場合は下表

のように記述します。なお、文字列の比較においてはその大小を示す比較が単純ではないため、主に「===」
や「!==」による比較を行います。 

 
No 比較演算子 記述例 解説 

1 === ${用途} === ʻ住宅ʼ 
用途が住宅である物件を判断する場合に用いる。 
用途が住宅でない物件は対象外となる。 

2 !== ${用途} !== ʻ住宅ʼ 
用途が住宅でない物件を判断する場合に用いる。 
用途が住宅である物件は対象外となる。 

 
文字列の比較の場合、左辺は付与情報を波括弧「{}」で括り、頭にドルマーク「$」を設けた形式にし、

右辺は文字列をシングルクォーテーション「’」で括る形式にします。 
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（４）複数条件における記述例  

複数条件で判断したい場合は論理演算子を用いて記述します。下記に記述例を示し解説します。 
 
１）複数条件の記述例（緑字部分） その１： 
 
 
 
 
 
「(Number(${地上階数}) >= 4)」と「(${用途} === '住宅')」を、AND条件を表す「&&」で繋げ、複数

条件を設定しています。 
上記の場合、地上階数が「4」階以上である物件かつ用途が「住宅」である物件を色付けするようになり

ます。 
 
 
２）複数条件の記述例（緑字部分） その２： 
 
 
 
 
 
「(Number(${地上階数}) === 1)」と「(${用途} !== '住宅')」を、OR 条件を表す「||」で繋げ、複数条

件を設定しています。 
上記の場合、地上階数が「1」階である物件または用途が「住宅」ではない物件を色付けするようになり

ます。 
 
 
 
 
 

  

["(Number(${地上階数}) >= 4) && (${用途} === '住宅')","rgba(255, 0, 255,0.7)"] 

["(Number(${地上階数}) === 1) || (${用途} !== '住宅')","rgba( 0, 255, 255,0.7)"] 
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（５）主な付与情報の一覧  

条件に用いる主な付与情報の例を下表に示します。 
 

付与情報 記述例 解説 

分類 
${分類} === ʻAAAʼ 
${分類} !== ʻAAAʼ 

左辺側︓${分類} と記述する。 
右辺側︓AAA には Building_class.xml で指定され
た項目（文字列）を記述し、その前後をシングルクォー
テーション「ʼ」で括る。 
Building_class.xml で指定される項目（文字列）
は以下の 5 種類。 

No AAA に記述する文字列 
1 普通建物 
2 堅ろう建物 
3 普通無壁舎 
4 堅ろう無壁舎 
5 分類しない建物 

 

用途 
${用途} === ʻAAAʼ 
${用途} !== ʻAAAʼ 

左辺側︓${用途} と記述する。 
右辺側︓AAA には Building_usage.xml で指定さ
れた項目（文字列）を記述し、その前後をシングルク
ォーテーション「ʼ」で括る。 
Building_usage.xml で指定される項目（文字
列）は以下の 18 種類。 

No AAA に記述する文字列 
1 業務施設 
2 商業施設 
3 宿泊施設 
4 商業系複合施設 
5 住宅 
6 共同住宅 
7 店舗等併用住宅 
8 店舗等併用共同住宅 
9 作業所併用住宅 
10 官公庁施設 
11 文教厚生施設 
12 運輸倉庫施設 
13 工場 
14 農林漁業用施設 
15 供給処理施設 
16 防衛施設 
17 その他 
18 不明 

 



 

- 79 - 
 

付与情報 記述例 解説 

建築年 

Number(${建築年}) >= B 
Number(${建築年}) < B 

Number(${建築年}) === B 
ほか 

左辺側︓Number(${築年数}) と記述する。 
右辺側︓B は正の整数値。半角数字で記述する。 
築年数が登録されていない物件も存在するため、
Number()関数を用いて、数字を数値に変換する必
要がある。 

地上階数 

Number(${地上階数}) >= B 
Number(${地上階数}) < B 

Number(${地上階数}) === B 
ほか 

左辺側︓Number(${地上階数}) と記述する。 
右辺側︓B は正の整数値。半角数字で記述する。 
地上階数が登録されていない物件も存在するため、
Number()関数を用いて、数字を数値に変換する必
要がある。 

地下階数 

Number(${地下階数}) >= B 
Number(${地下階数}) < B 

Number(${地下階数}) === B 
ほか 

左辺側︓Number(${地下階数}) と記述する。 
右辺側︓B は正の整数値。半角数字で記述する。地
下 1 階であれば「1」と記述する。符号は付加しない。 
地下階数が登録されていない物件も存在するため、
Number()関数を用いて、数字を数値に変換する必
要がある。 

敷地面積 

Number(${建物利用現況_敷地面積}) >= B 
Number(${建物利用現況_敷地面積}) < B 

Number(${建物利用現況_敷地面積}) === B 
ほか 

基本属性である「建物利用現況」の拡張属性。 
左辺側︓Number(${建物利用現況_敷地面積}) 
と記述する。 
右辺側︓B は正数値。半角数字で記述する。 
敷地面積が登録されていない物件も存在するため、
Number()関数を用いて、数字を数値に変換する必
要がある。 

延床面積 

Number(${建物利用現況_延床面積}) >= B 
Number(${建物利用現況_延床面積}) < B 

Number(${建物利用現況_延床面積}) === B 
ほか 

基本属性である「建物利用現況」の拡張属性。 
左辺側︓Number(${建物利用現況_延床面積}) 
と記述する。 
右辺側︓B は正数値。半角数字で記述する。 
延床面積が登録されていない物件も存在するため、
Number()関数を用いて、数字を数値に変換する必
要がある。 

建築面積 

Number(${建物利用現況_建築面積}) >= B 
Number(${建物利用現況_建築面積}) < B 

Number(${建物利用現況_建築面積}) === B 
ほか 

基本属性である「建物利用現況」の拡張属性。 
左辺側︓Number(${建物利用現況_建築面積}) 
と記述する。 
右辺側︓B は正数値。半角数字で記述する。 
建築面積が登録されていない物件も存在するため、
Number()関数を用いて、数字を数値に変換する必
要がある。 
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付与情報 記述例 解説 

耐火構造種
別 

${建物利用現況_耐火構造種別} === ʻAAAʼ 
${建物利用現況_耐火構造種別} !== ʻAAAʼ 

基本属性である「建物利用現況」の拡張属性。 
左辺側︓${建物利用現況_耐火構造種別} と記
述する。 
右辺側︓AAA には 
Building_fireproofStructureTpye.xml で指定さ
れた項目（文字列）を記述し、その前後をシングルク
ォーテーション「ʼ」で括る。 
Building_fireproofStructureTpye.xml で指定さ
れる項目（文字列）は以下の 4 種類。 

No AAA に記述する文字列 
1 耐火 
2 準耐火造 
3 その他 
4 不明 

 

集客施設立
地状況_分
類 

${集客施設立地状況_分類} === ʻAAAʼ 
${集客施設立地状況_分類} !== ʻAAAʼ 

基本属性である「集客施設立地状況」の拡張属性。 
左辺側︓$集客施設立地状況_分類} と記述する。 
右辺側︓AAA には 
LargeCustomerFacilities_class.xml で指定され
た項目（文字列）を記述し、その前後をシングルクォー
テーション「ʼ」で括る。 
LargeCustomerFacilities_class.xml で指定され
る項目（文字列）は以下の 5 種類。 

No AAA に記述する文字列 
1 大規模小売店舗（食品スーパー） 
2 大規模小売店舗（百貨店・スーパ

ー・ショッピングセンター・寄合百貨店・
小売市場） 

3 大規模小売店舗（ホームセンター・
専門店（家具・家電・書籍等）） 

4 大規模小売店舗（その他） 
5 大規模集客施設（ 床面積１万㎡

超の店舗、映画館、アミューズメント
施設、展示場等） 

 

 
 
 
 
以上で物件の色分けにおける条件の記述についての説明を終了します。 
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